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平
成
18
年
度
決
算
公
表

第
45
回
町
民
体
育
祭

島
ト
ピ
ッ
ク
ス

各
学
校
運
動
会

話
題
は
こ
こ
！

す
こ
や
か
n
e
w
s

教
育
委
員
会
の
と
び
ら

情
報
ひ
ろ
ば

古
代
か
ら
中
世
（
千
年
前
）
を
旅
す
る

国
民
年
金
だ
よ
り

喜
界
歌
壇
・
戸
籍
の
窓
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平
成
18
年
度
決
算
公
表

喜
界
町
の
台
所
事
情

　

平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
が
こ
の
ほ
ど
、
９
月
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
町
で
は
厳
し
い
財
政
事
情
の
な
か
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
必

要
な
経
費
の
持
続
的
な
財
政
運
営
が
可
能
に
な
る
よ
う
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
補
助
金
や
助
成

金
を
見
直
し
、
さ
ら
に
給
料
カ
ッ
ト
な
ど
事
務
改
善
を
実
施
し
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
の
納
め
た
税

金
が
ど
の
よ
う
な
事
業
に
ど
れ
だ
け
使
わ
れ
、
ど
れ
だ
け
入
っ
た
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

実
質
単
年
度
収
支
は　
　
　
　
　

　
　

３
３
６
０
万
８
千
円
の
黒
字

　

歳
入
の
総
額
は
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
合
わ
せ
て
１
０
１
億

９
３
２
５
万
円
で
前
年
度
と
比
べ

て
19
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
一
方
、
歳
出
の
総
額

は
１
０
０
億
２
８
５
６
万
８
千
円

で
、
前
年
と
比
べ
る
と
18
・
９
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
56
億

５
４
３
８
万
８
千
円
、
対
前
年
比

21
・
５
％
の
減
額
。
歳
出
決
算
額

は
55
億
５
０
５
０
万
円
。
歳
入
か

ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支

額
は
１
億
３
８
８
万
８
千
円
の
黒

字
、
積
立
金
（
貯
金
）
の
取
り
崩

し
な
ど
を
差
し
引
い
た
実
質
の
単

年
度
収
支
も
３
３
６
０
万
８
千
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

◇
一
般
会
計
（
歳
入
）

　

歳
入
総
額
は
56
億
５
４
３
８
万

８
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
15
億

４
９
４
２
万
８
千
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
国
有
提

供
施
設
等
所
在
地
市
町
村
助
成
交

付
金
、
歳
入
の
大
半
を
占
め
る
依

存
財
源
の
地
方
交
付
税
が
微
増
な

が
ら
増
え
ま
し
た
。
一
方
、
基
金

等
の
処
分
に
よ
る
財
産
収
入
は

３
６
２
４
万
円
対
前
年
度
比
90
・

６
％
、
３
億
６
３
８
１
万
円
の
減

◎
主
な
財
政
用
語

◆ 

経
常
収
支
比
率
＝
経
常
的
経

費
（
人
件
費
、
物
件
費
、
扶

助
費
、
公
債
費
、
補
助
費
等

な
ど
の
う
ち
臨
時
的
な
も
の

除
い
た
経
費
）
の
た
め
に
経

常
一
般
財
源
（
町
税
、
地
方

交
付
税
、
地
方
譲
与
税
の
使

途
が
特
定
さ
れ
な
い
も
の
）

が
ど
れ
だ
け
充
当
さ
れ
た
か

を
示
す
比
率
を
パ
ー
セ
ン
ト

で
表
し
た
も
の
で
、
比
率
が

低
い
ほ
ど
財
政
構
造
は
弾
力

性
が
あ
り
ま
す
。

◆ 

町
債
＝
町
が
財
政
不
足
を
補

う
た
め
長
期
に
わ
た
り
借
り

入
れ
る
借
入
金
（
一
般
家
庭

で
い
え
ば
家
を
つ
く
る
た
め

の
ロ
ー
ン
な
ど
）。

◆ 

実
質
公
債
費
比
率
＝
総
務
省

が
本
年
度
か
ら
導
入
し
た
新

し
い
財
政
指
標
。
自
治
体
収

入
に
対
す
る
借
金
返
済
額
の

比
率
を
示
し
ま
す
。
従
来
の

起
債
制
限
比
率
に
は
反
映
さ

れ
な
か
っ
た
一
般
会
計
か
ら

特
別
会
計
へ
の
繰
り
出
し
金

も
含
ま
れ
ま
す
。

◆ 

繰
出
金
＝
特
別
会
計
の
歳
入

不
足
の
た
め
一
般
会
計
か
ら

出
し
た
お
金
（
諸
支
出
金
）。

内　訳 収入済額 支出済額 差引残額
決算総額 10,193,250 10,028,568 164,682
一般会計 5,654,388 5,550,500 103,888
特別会計 4,538,862 4,478,068 60,794

国民健康保険（事業勘定） 1,089,406 1,073,183 16,223
国民健康保険（直診勘定） 180,216 180,216 0
老人保健事業 1,180,884 1,180,851 33
介護保険事業 791,344 755,979 35,365
老人福祉施設事業 445,655 445,655 0
簡易水道事業 326,958 317,785 9,173
屠畜場事業 2,002 2,002 0
農業集落排水事業 82,447 82,447 0
公共下水道事業 439,950 439,950 0

（単位：千円）

（平成 14 年度～平成 18 年度）

１
１
４
億
８
３
９
３
万
８
千
円

63
億
２
９
６
万
８
千
円

１
１
１
億
５
７
５
２
万
９
千
円

60
億
４
８
７
３
万
１
千
円

１
０
６
億
７
６
８
４
万
４
千
円

57
億
６
５
５
０
万
３
千
円

１
１
９
億
２
１
４
７
万
円

70
億
６
３
１
１
万
５
千
円

１
０
０
億
２
８
５
６
万
８
千
円

55
億
５
０
５
０
万
円
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額
と
な
り
ま
し
た
。

◇
一
般
会
計
（
歳
出
）　

　

歳
出
を
性
質
別
で
み
た
場

合
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債

費
で
区
分
さ
れ
る
義
務
的
経
費

は
、
全
体
の
42
・
５
％
を
占
め

て
23
億
５
７
５
７
万
９
千
円
、

対
前
年
度
比
2.2
％
、
５
２
３
７
万

３
千
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

普
通
建
設
事
業
費
、
災
害
復

旧
事
業
費
で
区
分
さ
れ
る
投
資

的
経
費
は
、
庁
舎
建
設
事
業
の

終
了
に
伴
う
普
通
建
設
費
が
約

12
億
４
６
６
９
万
円
の
減
額
。

　

そ
の
他
の
経
費
は
、
物
件
費

等
の
支
出
を
で
き
る
だ
け
押
さ

え
て
、
対
前
年
度
比
10
・
７
％
、

２
億
１
３
５
５
万
１
千
円
の
減
額

で
し
た
。

◆ 

財
政
力
指
数
＝
県
や
市
町
村

の
財
政
力
を
示
す
指
数
と
し

て
用
い
ら
れ
ま
す
。
１
に
近

く
、
あ
る
い
は
１
を
超
え
る

ほ
ど
財
源
に
余
裕
が
あ
る
と

さ
れ
ま
す
。

◆平成 18年度末地方債（借金）残高
　昨年度は新たに 5億 2940 万円を借
り入れ、8億 3356 万円を返済しまし
た。
　起債（借金）残高は 74 億 7113 万
8千円。
◆平成 18年度末基金（貯金）残高
　昨年度は 2393 万円を積立て、取り
崩しはなく、基金残高は 13 億 8515
万円となりました。（一般会計決算書
より）

◆一般会計
知的障害者更正施設入所支援費 49,943 千円
児童手当 53,460 千円
諸検診業務委託料 27,106 千円
農業生産総合対策事業補助金 100,908 千円
農産物加工販売施設工事 191,833 千円
県営畑地帯総合整備（担い手育成型）事業負担金 

159,752 千円
荒木漁港地域水産物供給基盤整備事業費 186,680 千円
喜界島港改修事業費（手久津久・志戸桶地区） 

380,100 千円
大島地区消防組合負担金 153,612 千円
埋蔵文化財発掘調査費 28,707 千円
町債元金償還金 660,433 千円
町債利子償還金 172,804 千円
老人保健事業特別会計繰出金 109,171 千円
国民健康保険事業　　〃 117,890 千円
直営診療施設勘定　　〃 78,339 千円
介護保険事業　　　　〃 120,825 千円
老人福祉施設事業　　〃 61,873 千円
簡易水道事業　　　　〃 30,313 千円
農業集落排水事業　　〃 2,387 千円
公共下水道事業　　　〃 64,409 千円
屠畜場事業　　　　　〃 2,387 千円

年度　
　区分 Ｈ 17 Ｈ 18

歳入総額 Ａ 7,203,816 5,654,388
歳出総額 Ｂ 7,063,115 5,550,500
形式収支額（Ａ－Ｂ） Ｃ 140,701 103,888
翌年度への繰越 Ｄ 47,410 139
実質収支（Ｃ－Ｄ） Ｅ ①　93,291 ②　103,749
単年度収支②－① Ｆ 70,765 10,458
積立金 Ｇ 66,249 23,150
繰上償還金 Ｈ 0 0
積立金取崩し額 Ｉ 209,216 0
実質単年度収支（Ｆ＋Ｇ＋Ｈ－Ｉ） △ 72,202 33,608

（単位：千円） 歳入決算額：5,654,388 千円

歳出決算額：5,550,500 千円

歳入決算額

歳出決算額

自主財源合計
845,321
14.9％

町税
474,692
8.4％

繰入金
33,924
0.6％

その他
使用料及び手数料　

92,370
繰越金　93,701
諸収入　77,699

分担金及び負担金　
28,216

財産収入　36,240
寄付金　8,479
合計　336,705

5.9％

地方交付税
2,889,960
51.1％

町債
529,400
9.4％

県支出金
504,335
8.9％

国庫支出金
634,947
11.2％

依存財源合計
4,809,067
85.1％

その他
国有提供施設等所在
市町村助成交付金　

11,823
地方譲与税  126,498
地方消費税交付金

73,200
自動車取得税交付金

22,669
地方特例交付金

10,861
利子割交付金　2,057
交通安全対策特別交付金

1,167
配当割交付金　1,054
株式等譲渡所得割交付金

1,096
合計　250,425

4.4％

人件費
1,263,472
22.8％

公債費
833,560
15.0％

扶助費
260,547
4.7％

義務的経費
2,357,579
42.5％

普通建設事業費
1,386,063
25.0％

災害復旧事業費
22,980
0.4％

投資的経費
1,409,043
25.4％

物件費
717,700
12.9％

繰出金
601,709
10.8％

補助費等
414,722
7.5％

積立金
23,931
0.4％

その他
維持補修費　22,776
投資及び出資金

3,040
貸付金　0

合計　25,816
0.5％

年度 財政力指数 実質収支比率 経常収支比率 公債費比率 実質公債費比率

14 0.16 2.2 89.4 14.0 ー

15 0.16 1.9 88.9 14.7 ー

16 0.16 0.7 89.0 12.4 ー

17 0.17 2.8 89.5 12.2 12.3

18 0.18 3.0 86.5 14.8 11.8

標準値 １に近いほど
良い

３～５％程度が
望ましい

70 ～ 80％
程度が標準的

15％以上注意
20％以上危険

18％以上は
許可制

■各財政指数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（決算統計より）

その他の経費
1,783,878
32.1％
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“ ”

　

開
会
式
は
、
指
揮
者
高
野
海
夕

さ
ん
率
い
る
湾
小
学
校
鼓
笛
隊
の

パ
レ
ー
ド
で
幕
が
開
け
ま
し
た
。

続
い
て
、喜
界
高
校
、第
一
中
学
校
、

早
町
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

の
演
奏
で
小
野
津
校
区
を
先
頭
に

11
校
区
の
選
手
役
員
団
が
入
場
。

炬
火
点
火
は
高
校
男
子
８
０
０
㍍

リ
レ
ー
に
出
場
し
た
久
保
新
也
く

ん
（
荒
木
校
区
）、
選
手
宣
誓
は
滝

川
校
区
体
育
指
導
員
の
東
正
人
さ

ん
が
堂
々
と
大
役
を
果
た
し
ま
し

た
。

　

競
技
は
全
幼
稚
園
児
１
５
３

名
が
カ
ラ
フ
ル
な
バ

ル
ー
ン
を
使
っ
て
楽

し
く
表
現
し
た｢

パ

ラ
パ
ラ
パ
ラ
バ
ル
ー

ン｣

で
開
幕
。
続
い
て
、

今
年
か
ら
採
点
方
法

も
か
わ
り
行
わ
れ
た

採
点
競
技
の
ひ
と
つ

”
め
ざ
せ
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
“
で
は
、
慎

重
に
ゲ
ー
ム
を
進
め

た
滝
川
校
区
が
赤
連
・
池
治
校
区

と
同
打
数
な
が
ら
も
タ
イ
ム
の
差

で
ト
ッ
プ
を
死
守
、
好
発
信
を
切

り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
滝
川
校
区

は
放
と
う
ボ
ー
ル
や
運
俵
リ
レ
ー

な
ど
午
後
の
部
で
躍
進
を
続
け
る

早
町
校
区
の
勢
い
を
か
わ
し
、
序

盤
の
リ
ー
ド
を
守
り
き
り
、
初
の

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
は
赤
連
・

池
治
校
区
が
玉
入
れ
な
ど
の
団
体

種
目
で
上
位
を
占
め
、
高
得
点

を
マ
ー
ク
。
さ
ら
に
大
会
新
記

録
が
期
待
さ
れ
た
中
学
校
男
子

１
５
０
０
㍍
走
に
出
場
し
た
賀

光
哉
選
手
や
今
大
会
高
校
女
子

１
０
０
㍍
走
で
見
事
大
会
新
記
録

を
樹
立
し
た
園
田
未
樹
子
選
手
ら

の
活
躍
で
序
盤
か
ら
安
定
し
た
力

を
発
揮
し
、
４
年
ぶ
り
に
栄
冠
を

手
に
し
ま
し
た
。

　

大
会
２
連
覇
を
目
指
す
湾
も
小
・

中
・
高
・
青
年
の
リ
レ
ー
や
混
成

リ
レ
ー
で
高
得
点
を
獲
得
。
さ
ら

に
中
学
校
女
子
８
０
０
㍍
で
は
自

身
が
作
っ
た
大
会
記
録
を
上
回
る

快
走
を
見
せ
た
美
代
奈
津
実
選
手

ら
の
活
躍
で
赤
連
・
池
治
を
追
撃

す
る
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
大
会

２
連
覇
を
逃
し
ま
し
た
。

　

競
技
の
合
間
に
は
高
齢
者
に
よ

る｢

老
人
音
頭｣

や
中
、
高
校
生

男
子
合
同
の｢

相
撲
体
操｣

、
浴
衣

姿
の
高
校
生
と
中
学
生
女
子
の｢

八
月
踊
り｣

、
婦
人
会
が
こ
の
日
に

備
え
各
集
落
で
練
習
し
た｢

マ
ス

ゲ
ー
ム｣

が
披
露
さ
れ
大
会
に
華

を
添
え
ま
し
た
。各
種
団
体
リ
レ
ー

に
は
46
チ
ー
ム
が
参
加
。
各
チ
ー

ム
意
地
と
名
誉
を
バ
ト
ン
に
託
し
、

懸
命
に
ト
ラ
ッ
ク
を
駆
け
め
ぐ
り

ま
し
た
。

　

最
終
種
目
は
応
援
合
戦
。
青
壮

年
が
学
ラ
ン
に
身
を
包
み
声
を
か

ら
さ
ん
ば
か
り
の
大
声
援
を
送
る

荒
木
。
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
動
き
と

第
二
中
学
校
生
徒
が
応
援
演
舞
を

披
露
す
る
上
嘉
鉄
。
各
集
落
テ
ン

ト
前
は
、
地
区
の
優
勝
を
願
い
必

死
に
応
援
合
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
大
会
に
先
立
ち
、
体
育

功
労
者
３
人
、
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
選

手
17
人
と
６
団
体
に
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
み
な
ぎ
る
力　

あ
ふ
れ
る
友
情　

競
う
こ
こ
ろ
を
ひ
と
つ
に

　

輝
け
島
人
魂　

今
こ
こ
に
！
」（
志
戸
桶
小
学
校
４
年
・
園
田

裕
二
郎
く
ん
作
）
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
で
始
ま
っ
た
第
45
回
町

民
体
育
祭
が
10
月
７
日
、
台
風
15
号
の
影
響
も
な
く
さ
わ
や
か

な
秋
晴
れ
の
下
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
23
の
競
技
に

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
の
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
は

安
定
し
た
力
を
発
揮
し
た
赤
連
・
池
治
校
区
が
４
年
ぶ
り
に
栄

冠
を
手
に
し
ま
し
た
。
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
は
序
盤
の
勢
い
そ
の
ま
ま

に
滝
川
校
区
が
初
優
勝
、
町
民
体
育
祭
優
勝
地
区
に
名
を
刻
み

ま
し
た
。
応
援
は
、
機
敏
な
動
き
を
心
掛
け
約
20
日
間
、
練
習

に
励
ん
だ
上
嘉
鉄
校
区
が
応
援
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

選手宣誓する東 正人さん

大役を務めた久保 新也くん
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●めざせホールインワン
１位 滝川 21 打
２位 赤連・池治 21 打
３位 上嘉鉄 22 打

● 100㍍走 30 歳代男子
１位 平田　文人 志戸桶 12 秒 4
２位 上地　徳人 湾 12 秒 5
３位 吉永　智雄 上嘉鉄 12 秒 6

●二人仲良く
１位 湾 38 秒 7
２位 上嘉鉄 40 秒 7
３位 赤連・池治 42 秒 0

● 1500㍍走中学男子
１位 賀　光哉 赤連・池治 4分 36 秒 9
２位 上栫伸太郎 坂嶺 4分 48 秒 0
３位 梅　龍飛 上嘉鉄 4分 49 秒 5

● 100㍍走 40 歳代女子
１位 園田　久子 赤連・池治 15 秒 5
２位 田中　明子 湾 16 秒 1
３位 川畑由美子 志戸桶 17 秒 0

●放とうボール
１位 早町 3分 06 秒 3
２位 上嘉鉄 3分 11 秒 6
３位 赤連・池治 3分 13 秒 1

● 800㍍走中学女子
１位 美代奈津実 湾 ※2分 39 秒 3
２位 園田　樹子 赤連・池治 2分 45 秒 1
３位 吉富　莉穂 湾 2分 47 秒 5

● 100㍍走 40 歳代男子
１位 向井　康治 志戸桶 12 秒 8
２位 岡本　道也 湾 13 秒 1
３位 上栫　久伸 坂嶺 13 秒 2

● 1500㍍走高校・一般男子
１位 生田　恭平 上嘉鉄 4分 42 秒 9
２位 積山　寿久 坂嶺 4分 44 秒 6
３位 前島　将太 上嘉鉄 4分 44 秒 9

●ナイス！ストライク
１位 志戸桶 1分 31 秒 8
２位 赤連・池治 1分 41 秒 8
３位 荒木 1分 45 秒 5

● 100㍍走 50 歳代男子
１位 福原　安成 荒木 13 秒 8
２位 祝　義文 上嘉鉄 14 秒 3
３位 嶺　義久 滝川 15 秒 0

●綱引き
１位 荒木
２位 湾
３位 上嘉鉄
〃 志戸桶●玉入れ

１位 赤連・池治 36 個
２位 小野津 33 個
３位 上嘉鉄 32 個

●輪投げ
１位 上嘉鉄 1分 07 秒 2
２位 荒木 1分 15 秒 3
３位 赤連・池治 1分 16 秒 1

●安全運転
１位 湾 1分 41 秒 9
２位 志戸桶 1分 50 秒 5
３位 上嘉鉄 1分 52 秒 1● 400㍍リレー小学校女子

１位 赤連・池治 1分 06 秒 6
２位 上嘉鉄 1分 08 秒 1
３位 湾 1分 10 秒 0

●むかで競争
１位 湾 1分 14 秒 4
２位 上嘉鉄 1分 21 秒 4
３位 赤連・池治 1分 42 秒 3

● 100㍍走小学校女子
１位 美代さつき 湾 15 秒 1
２位 萩原真貴子 赤連・池治 15 秒 5
３位 栄　舞 志戸桶 15 秒 6

● 400㍍リレー小学校男子
１位 湾 1分 05 秒 5
２位 赤連・池治 1分 06 秒 9
３位 志戸桶 1分 07 秒 4

●混成リレー女子
１位 赤連・池治 1分 31 秒 1
２位 湾 1分 31 秒 4
３位 志戸桶 1分 36 秒 3

● 100㍍走小学校男子
１位 初　遊太 赤連・池治 14 秒 1
２位 登　陽雄 志戸桶 14 秒 4
３位 久保　拓也 湾Ｃ 15 秒 0

● 400㍍リレー中学校女子
１位 湾 1分 01 秒 0
２位 上嘉鉄 1分 01 秒 1
３位 赤連・池治 1分 01 秒 3

●混成リレー男子
１位 湾 2分 16 秒 9
２位 赤連・池治 2分 19 秒 0
３位 上嘉鉄 2分 21 秒 5

● 100㍍走中学校女子
１位 実田　未沙 上嘉鉄 14 秒 2
２位 松村　清来 赤連・池治 14 秒 5
３位 三田美志保 志戸桶 14 秒 7

●男女総合順位
　Ａブロックの部

● 800㍍リレー中学校男子
１位 湾 1分 54 秒 7
２位 上嘉鉄 1分 55 秒 2
３位 早町 1分 58 秒 7

● 100㍍走中学校男子
１位 安岡　祥平 赤連・池治 12 秒 7
２位 与謝野　仁 湾 12 秒 8
３位 森　裕太 坂嶺 12 秒 9

● 400㍍リレー高校女子
１位 湾 1分 01 秒 0
２位 上嘉鉄 1分 02 秒 7
３位 赤連・池治 1分 02 秒 8

● 100㍍走高校女子
１位 園田未樹子 赤連・池治 ※ 13 秒 6
２位 美代明日香 湾 14 秒 4
３位 榮　智奈美 上嘉鉄 14 秒 8

● 800㍍リレー高校男子
１位 赤連・池治 1分 46 秒 4
２位 上嘉鉄 1分 46 秒 9
３位 湾Ｃ 1分 50 秒 0

● 100㍍走高校男子
１位 賀　亮太 赤連・池治 11 秒 6
２位 安岡　泰平 滝川 12 秒 2
３位 澄江　和人 湾Ｃ 12 秒 3

● 400㍍リレー青年女子
１位 赤連・池治 1分 05 秒 1
２位 湾 1分 06 秒 2
３位 志戸桶 1分 06 秒 5

● 100㍍走 20 歳代女子
１位 竹下　美幸 赤連・池治 14 秒 8
２位 福岡　見代 滝川 16 秒 3
３位 藤田　知子 早町 16 秒 7

● 800㍍リレー青年男子
１位 湾 1分 47 秒 8
２位 上嘉鉄 1分 49 秒 2
３位 早町 1分 50 秒 0

● 100㍍走 20 歳代男子
１位 碇山　貴文 荒木 12 秒 3
２位 勇　雅之 志戸桶 12 秒 4
３位 大木　格 小野津 12 秒 5

●運俵リレー
１位 早町 39 秒 2
２位 上嘉鉄 39 秒 4
３位 湾 40 秒 8

● 100㍍走 30 歳代女子
１位 上島　仁美 早町 16 秒 3
２位 岡村加代子 志戸桶 16 秒 7
３位 久田　友美 赤連・池治 16 秒 8

◆湾＝湾　　湾Ｃ＝中里・川嶺・羽里・山田　※新記録

１位 赤連・池治 180
２位 湾 164
３位 上嘉鉄 157
４位 志戸桶 152
５位 荒木 141

　Ｂブロックの部
１位 滝川 138
２位 早町 126
３位 坂嶺 114
４位 小野津 108
５位 阿伝 107
６位 湾 C 54

●躍進賞　　　　　　　今年 -去年
１位 阿伝 63 107-44
２位 志戸桶 41 152-111
２位 荒木 41 141-100

●応援合戦
１位 上嘉鉄 137
２位 荒木 132
２位 湾 129
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

パ
レ
ー
ド

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
パ

レ
ー
ド
出
発
式
が
９
月
21
日
、
喜

界
幹
部
派
出
所
前
庭
で
あ
り
、
藤

村
昭
五
副
町
長
や
喜
界
地
区
交
通

安
全
協
会
、
交
通
安
全
母
の
会
ら

約
30
人
が
出
席
し
、
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
や
事
故
防
止
の
徹
底
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。
運
動
期
間
は

10
月
30
日
ま
で
の
10
日
間
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
藤
村
昭
五
副
町

長
は
「
法
の
改
正
に
よ
り
飲
酒
運

転
の
罰
則
が
強
化
さ
れ
、
さ
ら
に

組
織
ぐ
る
み
で
の
交
通
安
全
対
策

を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
く
速
水
進

所
長
は
「
郡
内
ト
ッ
プ
を
誇
る
死

亡
事
故
０
日
（
※
１
）
が
、
今
日

で
１
２
９
８
日
を
迎
え
、
現
在
も

継
続
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
島

の
安
全
・
安
心
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

で
も
あ
り
、
各
機
関
・
団
体
の
事

故
防
止
対
策
な
ど
の
取
り
組
み
の

成
果
」
と
感
謝
を
述
べ
る
と
、
さ

ら
に
「
死
亡
事
故
２
０
０
０
日
を

目
指
し
、
職
場
や
仲
間
と
一
緒
に

な
っ
て
交
通
違
反
の
根
絶
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
」
と
力
強
く
述
べ
ま

し
た
。

（
※
１
）

　

喜
界
島
で
は
平
成
16
年
３
月
以

降
、
交
通
死
亡
事
故
０
日
が
現
在

も
継
続
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

県
下
で
も
３
番
目
、
大
島
郡
内
で

は
ト
ッ
プ
の
記
録
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
町
民
の
交
通
安

全
の
意
識
の
高
さ
と
喜
界
幹
部
派

出
所
を
始
め
、
各
交
通
安
全
に
携

わ
る
関
係
機
関
の
取
り
組
み
が
高

く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
不
慮
の
事
故
等
に
よ
る
、

死
亡
事
故
を
招
か
な
い
よ
う
町
民

一
体
と
な
り
、
ま
ず
は
２
０
０
０

日
達
成
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

平
成
19
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
平
成

19
年
の
９
月
末
日
現
在
の
デ
ー
タ

　

 

資
料
：
奄
美
警
察
署
喜
界
幹
部
派
出

車
イ
ス
３
台
を
寄
贈

　

鹿
児
島
市
の
大
福
電
設
（
高
牟

礼
哲
博
代
表
取
締
役
）
が
敬
老
の

日
に
ち
な
み
９
月
20
日
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
喜
界
園
（
神
田
健

一
園
長
）
に
車
イ
ス
３
台
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
同
社
の
社
員
が
喜
界

園
を
訪
問
、「
車
イ
ス
を
活
用
し
、

健
康
保
持
に
努
め
て
く
だ
さ
い
」

と
、
入
園
者
に
車
イ
ス
を
手
渡
し

ま
し
た
。
ま
た
、
同
社
が
用
意
し

た
花
束
を
第
一
保
育
所
の
園
児
ら

が
入
園
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。
神
田
園
長
は
「
毎
年
心
温
ま

る
贈
り
物
を
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
入
園
者
、
職
員
と
も
に
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま

し
た
。

　

大
福
電
設
の
車
イ
ス
寄
贈
は
今

年
で
４
回
目
、
計
12
台
が
同
園
に

寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

和
太
鼓
５
個
を
購
入
／
喜
界
島
太

鼓
　

喜
界
島
太
鼓
ク
ラ
ブ
（
松
村
里

子
代
表
）
で
は
、
こ
の
ほ
ど
（
財
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
平
成

19
年
度
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
を
町
教
育
委
員
会
の
申
請
に

基
づ
き
、
和
太
鼓
５
個
を
購
入
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
、
全
国
自
治
宝
く
じ
の
売

上
金
の
一
部
を
財
源
と
し
て
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

と
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
の
助

成
事
業
を
利
用
し
、
購
入
し
た
も

の
で
、
今
回
の
購
入
に
よ
り
、
よ

り
一
層
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
が
充
実
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
島
の
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
で
活
躍
。
そ
の
躍
動
す
る
鼓

動
で
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

松
村
代
表
は｢

新
し
く
購
入
し
た

大
太
鼓
や
桶
太
鼓
な
ど
を
活
用
し
、

さ
ら
に
心
に
響
く
太
鼓
を
披
露
し

た
い｣

と
話
し
ま
し
た
。

■交通事故・飲酒検挙発生件数（平成 17年度から平成 19 年度）
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８
０
２
０
運
動

　

鹿
児
島
県
歯
科
医
師
会
で
は
、

80
歳
で
自
分
の
歯
を
20
本
残
そ
う

と
い
う
「
８
０
２
０
運
動
」
を
平

成
４
年
か
ら
展
開
し
て
お
り
、
今

年
も
町
内
の
３
人
が
該
当
し
、
県

と
郡
の
歯
科
医
師
会
か
ら
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
今
回
表
彰
を
受
け

た
の
は
長
昭
二
郎
さ
ん
（
80
・
赤

連
）、
澄
田
菊
江
さ
ん
（
80
・
上
嘉

鉄
）、
博
喬
さ
ん
（
81
・
小
野
津
）。

長
さ
ん
は
28
本
、
澄
田
さ
ん
は
25

本
、
博
さ
ん
は
22
本
、
自
分
の
歯

を
保
持
し
、
至
っ
て
元
気
。

　

受
賞
者
の
ひ
と
り
澄
田
さ
ん
は
、

歯
の
栄
養
を
考
え
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
を
す
る
よ
う
に
心
掛
け
、

毎
日
、
食
後
や
就
寝
前
の
歯
磨
き

は
入
念
に
行
い
、｢

常
に
口
の
中
を

清
潔
に
保
つ
よ
う
に
心
掛
け
て
い

る｣

と
白
い
歯
を
輝
か
せ
な
が
ら

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
ま
み
長
寿
・
子
宝　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

あ
ま
み
長
寿
・
子
宝
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
地
元
へ
の
普
及
・
定
着
を

図
る
た
め
、
鹿
児
島
県
が
推
進
し

て
い
る｢

巡
る
い
の
ち
の
キ
ョ
ラ

ジ
マ
創
造
事
業｣

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
の
一
環
で
、
本
町
で
は
、

喜
界
島
・
島
じ
ゅ
う
り
と
八
月
踊

り
伝
承
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
の
事
業
は
今
年
か
ら
２
年
間

か
け
て
行
わ
れ
る
事
業
で
、
保
健

福
祉
課
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
と
生

涯
学
習
課
が
主
管
。
喜
界
島
の
伝

統
食
・
行
事
食
の
レ
シ
ピ
集
の
作

成
と
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
集

落
そ
れ
ぞ
れ
受
け
継
が
れ
て
き
た

八
月
踊
り
を
後
世
に
伝
え
る
た
め

に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
保
存
し
、｢

島
じ
ゅ
う

り
と
八
月
踊
り｣

の
伝
統
文
化
伝

承
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
目
指

す
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

　

八
月
踊
り
映
像
制
作
委
員
会
の

収
録
ス
タ
ッ
フ
は
14
人
。メ
ン
バ
ー

は
全
員
民
間
人
で
構
成
さ
れ
、
希

望
の
あ
っ
た
集
落
の
収
録
日
程
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

収
録
は
、
主
に
正
面
に
カ
メ
ラ

を
設
置
。
踊
り
手
の
正
面
の
動
き

と
左
右
の
動
き
が
一
連
の
動
作
と

し
て
一
目
で
分
か
る
よ
う
角
度
を

注
視
し
な
が
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

収
録
ス
タ
ッ
フ
の
ひ
と
り
北
島

公
一
さ
ん
（
57
・
佐
手
久
）
は

｢

歌
や
音
源
な
ど
綿
密
に
打
ち
合
わ

せ
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い｣
と
収
録
時
の
難
し
さ
を
語
り
、

一
方｢
折
角
の
機
会
、
各
集
落
の

代
表
と
の
連
携
を
深
め
、
完
成
度

の
高
い
も
の
を
目
指
し
た
い｣

と

意
欲
を
見
せ
ま
す
。

　

保
存
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
動
画
は
、

平
成
21
年
の
春
以
降
、
各
集
落
区

長
を
通
し
、
販
売
さ
れ
る
予
定
で
、

ま
た
、
町
生
涯
学
習
課
は
生
涯
学

習
の
教
材
と
し
て
も
活
用
し
て
い

き
た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。

〜
連
携
型
喜
界
地
域　
　
　

　
　
　
　

中
高
一
貫
教
育
〜

｢

理
科｣

乗
り
入
れ
授
業

　

喜
界
地
域
中
高
一
貫
教
育
に
お

け
る
理
科
部
会
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
短
期
・
単
発
の
乗
り
入
れ

授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
７
月
２

日
か
ら
４
日
に
か
け
て
高
校
理
科

教
諭
２
名
と
、
３
中
学
校
の
理
科

教
諭
３
名
、計
５
人
に
よ
る
テ
ィ
ー

ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
り
、｢

ウ
ニ

の
受
精
の
観
察｣

を
実
施
し
ま
し

た
。

　

本
授
業
は
、
平
成
13
年
度
を
は

じ
め
と
し
て
７
年
目
を
迎
え
ま
す
。

中
高
一
貫
開
始
当
時
の
教
諭
と
は

メ
ン
バ
ー
が
全
て
入
れ
替
わ
っ
て

は
い
ま
す
が
、
申
し
送
り
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
授
業
の
展
開
は
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

実
施
後
の
反
省
を
踏
ま
え
工
夫
す

る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
が
自
然
科

学
に
深
く
興
味
を
も
つ
き
っ
か
け

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ニ
は
受
精
を
す
る
と
約
40
分

で
１
回
目
の
細
胞
分
裂
（
卵
割
と

い
う
）
を
始
め
ま
す
。
今
回
は
、

そ
の
分
裂
の
瞬
間
を
３
日
間
中
２

日
間
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
１
つ
の
受
精
卵
が
段
々
と
２

つ
に
分
れ
て
い
く
様
子
は
圧
巻
で

す
。
分
裂
の
瞬
間
を
観
察
で
き
た

こ
と
は
、
７
年
目
に
し
て
初
め
て

の
こ
と
で
し
た
。

　

今
後
も
よ
り
よ
い
授
業
に
な
る

よ
う
に
、
中
高
教
諭
で
連
携
を
と

り
つ
つ
工
夫
を
重
ね
て
い
き
た
い

で
す
。

　
　

喜
界
高
校
高
等
学
校

大
津　

公
宏 

教
諭
（
談
）

伝統文化 “八月踊り ”の収録（赤連集落

授業風景（第一中学校）

授業風景（第二中学校）

長昭二郎さん

澄
田
菊
江
さ
ん

博
喬
さ
ん
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①湾小学校５・６年生表現「夢」
② 選手宣誓を務める菊地佳祐くん（荒木
小学校）
③ リズミカルなパレードを披露（上嘉鉄
小学校）
④躍動する応援団（第二中学校）
⑤ 阿伝小学校少年消防クラブのお披露目
⑥ ガジュマルのアーチを疾走（早町小学
校）
⑦体育祭の花応援団（早町中学校）

⑧おじいちゃんと勝負！（志戸桶小学校）
⑨大漁旗がなびく中、決まったかな？
⑩坂嶺小名物「坂嶺大サーカス」
⑪ たか～い！見事にハイボーイ一輪車を
操る（滝川小学校）
⑫ マスゲームの企画は生徒。雨もヘッ
チャラ、元気に披露する（第一中学校）
⑬種目全てに全力疾走！（喜界高校）
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　初めて実現した “ はいや ” の祭典。日本の祭りが一堂
に会する一大イベント「はいやフェスタ熊本 2007（11
月 23 日～ 25 日開催）」に喜界島芸能保存会（生駒アサ
エ代表）が参加し、日本の祭りを代表する各地の踊りと
ともに、六調を勇壮に舞い踊ります。
　このイベントは、熊本城築城 400 年の記念行事の一
環でもあり、全国各地で代々継承されている「はいや系
民謡」を踊っている人々との交流をはかり、技能の向上、
連携の強化など、相互交流の目的で今回初めて開催され
る一大イベントで熊本の「ふるさとの夢と文化を育てる
会」が主催します。
　参加する団体は徳島の阿波踊り、富山の越中おわら風
の盆、新潟の佐渡おけさ、島根の隠岐米とぎ踊り、宮崎
の都城やっさ節、熊本の牛深ハイヤ節、鹿児島の鹿児島
おはら節、そして我が島の六調（喜界島芸能保存会）など、
全国の有名な曲唄と踊りを厳選して出演依頼を受けた団
体が出場します。
　この一大イベントを前に、喜界島芸能保存会は７月
22 日に、熊本市総合体育館で行われた第２回阿波おど
り・天草ハイヤ・奄美六調の練習会に参加。地元の約
60人に喜界の六調を指導しました。
　参加した８人は ｢六調は決まった型がなく、お祝いの
席などで喜びを体で表現する踊り｣ などと説明しながら
島の六調を伝授しました。

　熊本城天守閣を背にそれ
ぞれの郷土の宝である唄や
踊りが披露されます。
　喜界島出身で近隣の方々
も、是非このイベントに足
を運んでいただき、凝縮さ
れた日本の祭りを楽しんで
みてはいかがでしょうか。

開催概要
（開催期間は３日間。島の六調が披露されるのは下記の期日）
期　日　平成 19 年 11 月 24 日（土）
場　所　熊本城奉行丸

▽問い合わせ先
　ふるさとの夢と文化を育てる会事務局（熊本県）
　☎ 096ー234ー8055
　喜界島芸能保存会（世話人　生島常範）
　☎ 0997－65－0057

　130 年以上にわたって国が行ってきた郵政事業が
10月１日に民営化され、民間企業の「日本郵政グルー
プ」としての業務が始まりました。
　この日午前８時 30 分、喜界郵便局社前では、看
板にかけられていたカバーを外す作業が職員の手に
よって行われ、真新しい日本郵政グループの看板が
初お披露目。その後は民営化初日の慌ただしい業務
に就きました。
　島では現喜界郵便局と早町郵便局が明治 11 年に
開局、以来 130 年間、島内外
の人々の真心こもった手紙の配
達や預貯金などを大切に守って
きました。
　民営化を期に悦田隆彦局長
（喜界）は ｢この郵政民営化は
過去一番の大きな変化。郵政時
代のノウハウを生かし、これか
らは民間企業として『安心・安
全・信頼』をモットーに地域の
サービス向上に努めたい｣ と意
気込みを語りました。

　志戸桶在住の南豊次さん
（73）が、今年６月に『ワンナー
シマヌシマユムィタ　志戸桶
の方言（シーユムィタ』と題し、
一冊の本にまとめました。
　南さんは、我がシマ（志戸桶）
の貴重な伝統・文化である言
葉のシーユムィタ（島口）を
｢今の子どもたちや若い人たち

に純に使えるようになって欲しい｣ と願い、平成 17
年秋頃から編集にあたり、約２年間、同集落を献身
的に巡って、島口を調査・収集、さらに先輩方の協
力や修正を受けて、冊子の編集にこぎつけました
　同冊子では ｢住宅や屋敷｣ ｢日常使う道具｣ ｢農作業
や収穫｣ ｢調理｣ ｢身体｣ ｢生活時間や日時｣ など、生
活に関連した 24の項目に分類して紹介しています。
　製本には同集落の子ども会や教職員、有志が協力。
子供たちや教職員、集落の希望者などには無料で配
付され、｢シーユムィタに興味のある方は、個人でコ
ピーし、活用していただければ幸いです｣ と南さん。
　南さんの連絡先　☎ 0997－66－1273
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う
つ
病
は
日
本
人
の
15
人
に
１

人
は
経
験
す
る
と
言
わ
れ
る
、
と

て
も
身
近
な
病
気
で
す
。
近
年
、

社
会
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、

う
つ
病
で
治
療
を
受
け
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
仕
事
や
家
庭
な
ど

で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
働
き
盛
り

の
年
代
、
産
後
や
更
年
期
な
ど
、

生
活
環
境
や
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス

の
変
化
す
る
時
期
の
女
性
、
身
近

な
人
の
死
や
身
体
機
能
の
衰
え
な

ど
不
安
を
抱
え
る
高
齢
者
な
ど
に

も
多
く
、
様
々
な
年
代
で
お
こ
り

え
ま
す
。

《
う
つ
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク
》

　

最
近
２
週
間
ほ
ぼ
毎
日
続
い
て

い
る
も
の
に
チ
ェ
ッ
ク

□
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
な
い

□ 

こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
で
き
た
こ

と
が
楽
し
め
な
く
な
っ
た

□ 

以
前
は
楽
に
で
き
て
い
た
こ
と

が
今
で
は
お
っ
く
う
に
感
じ
る

□ 

自
分
が
役
に
立
つ
人
間
だ
と
思

え
な
い

□ 

わ
け
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
な
感

じ
が
す
る

　

２
つ
以
上
あ
て
は
ま
り
、
つ
ら

い
気
持
ち
に
な
っ
た
り
、
日
常
生

活
に
支
障
が
出
て
い
る
場
合
は
、

う
つ
病
が
疑
わ
れ
ま
す
。
心
の
風

邪
と
も
言
わ
れ
、
特
別
な
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
じ
ら
せ
る
前

に
早
め
に
精
神
科
や
心
療
内
科
な

ど
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
更
年
期

等
の
女
性
も
婦
人
科
の
治
療
で
改

善
し
な
い
場
合
は
、
専
門
医
を
受

診
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

治
療
は
完
全
に
回
復
す
る
ま
で
、

焦
ら
ず
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
続

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
調
子
が

よ
く
な
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
勝
手

に
中
断
す
る
と
再
発
す
る
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
す
。

★
う
つ
病
の
疑
い
が
あ
っ
た
ら

自
分
だ
け
で
抱
え
ず
、
ま
ず
誰
か

に
話
し
て
み
よ
う
。

★
周
囲
の
人
が
で
き
る
こ
と

・ 

ゆ
っ
く
り
休
ま
せ
る
。
無
理
に

気
分
転
換
な
ど
を
勧
め
な
い
。

・
受
診
や
相
談
を
勧
め
る
。

・ 

励
ま
す
こ
と
は
せ
ず
、
ゆ
っ
く

り
話
を
聞
き
、
長
い
目
で
見
守

る
。

【
相
談
機
関
】

　

名
瀬
保
健
所

　

☎
０
９
９
７
ー
52
ー
５
４
１
１ 

　

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
ー
２
５
５
ー
０
６
１
７

　

こ
こ
ろ
の
電
話

　

☎
０
９
９
ー
２
５
５
ー
０
７
９
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

７
９
７
４

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
７
ー
65
ー
３
５
２
２

【
医
療
機
関
】

島
内
で
は
月
１
回
診
療
所
で
精
神

科
外
来
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
三
「
メ
タ
ボ
を
改
善
す
る　

　
　
　
　
　

た
め
に
〜
運
動
編
〜
」

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

は
、
生
活
習
慣
と
密
接
に
関
係
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
あ
な
た
の

運
動
習
慣
を
振
り
返
っ
て
み
ま

し
ょ
う
！

☆ 

ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
を
無
駄
な

く
活
か
そ
う

　

誰
で
も
簡
単
に
、
毎
日
出
来

る
運
動
は
”
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
“
で

す
。
健
康
維
持
に
最
適
な
運
動
消

費
カ
ロ
リ
ー
は
、
１
日
あ
た
り
約

３
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で
す（
１
万

歩
相
当
）。
目
指
せ
１
日
１
万
歩
！

☆ 

「
ウ
エ
ス
ト
日
記
」を
つ
け
よ
う

　

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
た
め
に
、

一
日
一
回
、
ウ
エ
ス
ト
や
体
重
を

測
定
し
、
記
録
し
ま
し
ょ
う
。
毎

日
の
変
化
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

で
、
反
省
し
た
り
、
成
功
す
れ
ば

達
成
感
が
味
わ
え
ま
す
。

　

来
る
11
月
17
日
（
土
）
午
後
３

時
か
ら
の「
第
二
回
特
攻
花
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
」
参
加
者
に
は
”万
歩

計“
と
”
メ
タ
ボ
リ
く
ん
“
（
メ

ジ
ャ
ー
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
あ
な

た
も
ぜ
ひ
ご
参
加
を
！

３歳児健診
平成 19 年 10 月

中島　楓佳ちゃん 保科　空大くん 東　優希くん 村岡　省吾くん

相良　駿希くん 福田　梨杏ちゃん 美島　海正くん 都　千聡ちゃん
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老
若
男
女
、
指
導
者
と

し
て
の
資
質
を
学
ぶ
！

平
成
19
年
度
生
涯
学
習

リ
ー
ダ
ー
（
初
級
）
研

修
会

　

９
月
２
日
、
役
場
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
、
各
種
団
体
指
導
者

と
し
て
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習

得
し
、
資
質
の
向
上
を
図
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
団
体
活
動
の
充
実
と
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

標
記
研
修
会
を
高
齢
者
と
青
年
を

対
象
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

　

当
日
は
、
指
導
者
の
役
割
や
活

動
計
画
の
立
案
な
ど
の
講
義
・
Ｋ

Ｙ
Ｔ（
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
の
実
技
が

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
組
ま
れ
、
受
講

者
18
名
は
今
後
の
団
体
活
動
に
生

か
そ
う
と
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

城
久
遺
跡
群
へ
の
関
心
さ
ら
に
高

ま
る
！

韓
国
博
物
館
学
芸
研
究
室
長
に
よ

る
考
古
学
に
つ
い
て
の
特
別
講
演

会
　

９
月
22
日
に
役
場
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
大
韓
民
国
松

廣
寺
聖
寶
博
物
館
ハ
ン
・
サ
ン
ウ

ク
学
芸
研
究
室
長
を
お
招
き
し
、

考
古
学
に
つ
い
て
の
特
別
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ハ
ン
・
サ
ン
ウ
ク
氏
は
、
城
久

遺
跡
群
か
ら
出
土
す
る
高
麗
青
磁

や
陶
磁
器
の
調
査
の
た
め
琉
球
大

学
の
池
田
榮
史
教
授
ら
と
共
に
来

島
さ
れ
、
急
き
ょ
講
演
が
決
定
し

た
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
喜
界
島
か
ら
出
土
す

る
青
磁
や
陶
器
が
博
多
で
の
出
土

品
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た

交
易
品
と
生
活
品
が
混
じ
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
商
人
・
役
人
が
入
っ

た
可
能
性
が
高
い
と
言
う
こ
と
で

し
た
。

　

ま
た
、
太
宰
府
市
教
育
委
員
会

文
化
財
課
調
査
係
の
中
島
恒
次
郎

主
任
主
査
か
ら
遺
跡
の
活
用
に
つ

い
て
提
言
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
海
外
か
ら
の
研
究
者

の
話
が
聞
け
る
と
あ
り
、
70
名
を

超
え
る
聴
講
者
が
詰
め
か
け
、
城

久
遺
跡
群
を
は
じ
め
と
す
る
埋
蔵

文
化
財
へ
の
関
心
が
さ
ら
に
高

ま
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

元
関
脇
・
麒き
り
ん
じ

麟
児
が
来
島
！

第
14
回
喜
界
町
生
涯
学
習
推
進
大

会
【
講
演
会
】

　

12
月
２
日
（
日
）
に
町
体
育
館

を
主
会
場
に
第
14
回
喜
界
町
生
涯

学
習
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
講
演
会
は
講
師
に
元
関
脇
・

麒
麟
児
（
北
陣
和
春
氏
）
を
招
き
、

「
わ
が
相
撲
人
生
、継
続
は
力
な
り
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
す
。

　

大
会
当
日
は
、
現
役
の
頃
の
勇

姿
を
ビ
デ
オ
（
８
分
程
度
）
で
紹

介
し
た
り
、
中
・
高
校
生
で
ス
ポ
ー

ツ
を
し
て
い
る
生
徒
に
成
功
の
秘

訣
を
伝
授
?!
な
ど
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
内
容
で
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
隣
同
士
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

　

子
ど
も
た
ち
が

　
　
　
　

待
っ
て
ま
す

〜
地
域
が
育
む
「
か
ご
し
ま
の
教

育
」
県
民
週
間
〜

　

11
月
１
日
〜
11
月
７
日
に
鹿
児

島
県
全
域
で
、「
地
域
が
育
む
『
か

ご
し
ま
の
教
育
』
県
民
週
間
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
趣
旨
は
、
多
く

の
県
民
に
学
校
行
事
等
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
鹿
児
島
の
教
育
に

つ
い
て
考
え
る
気
運
を
高
め
、
鹿

児
島
県
の
教
育
の
充
実
と
発
展
を

図
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

平
成
15
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
こ
の
県
民
週
間
は
喜
界
町
で

も
、
参
加
者
が
年
々
増
え
続
け
、

昨
年
度
は
延
べ
４
７
８
０
人
も
の

町
民
あ
る
い
は
町
外
の
方
が
、
各

学
校
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
各
学
校
で
多
く
の
取

組
を
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
幼
稚
園

や
学
校
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
子

ど
も
た
ち
が
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

KYT（危険予知トレーニング）での
発表模様

組織の和やかな雰囲気づくりに役
立つニュースポーツ

通訳を介しながら行われた講演会

湾幼稚園
11/2 ㈮ 祖父母参観
11/6 ㈫ 食文化伝承

湾小学校
11/1 ㈭ ミニ発表会
11/6 ㈫ 生活科祭り

坂嶺小学校
11/4 ㈰ 学習発表会
11/7 ㈭ 読書まつり

阿伝小学校
11/2 ㈮ 読書祭り
11/4 ㈰ 学習発表会

上喜鉄幼稚園・
　　　小学校 11/4 ㈰ 創立 30 周年記念式典・

講演会・学習発表会
荒木幼稚園・
　　小学校

11/1 ㈭ 家庭教育学級
11/2 ㈮ 先輩の講和・学習発表会

滝川幼稚園・
　　小学校

11/4 ㈰ 学習発表会
10/30 ㈫ 高齢者による授業参観

志戸桶幼稚園・
　　　小学校

11/2 ㈮ 学習文化祭
11/5 ㈪ お芋パーティー

小野津幼稚園・
　　　小学校

11/2 ㈮ 学習発表会
11/7 ㈭ 高齢者とのふれあい学習

第一中学校 11/2 ㈮ 文化祭・家庭教育学級
第二中学校 11/1 ㈭ 給食試食会

早町中学校 11/1 ㈭～
　　11/9 ㈮ 思い出写真館

■主な取組
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労
働
者
の
募
集
・
採
用
時

の
年
齢
制
限
の
禁
止

　

平
成
19
年
10
月
１
日
か
ら
労
働
者

の
募
集
・
採
用
に
お
け
る
年
齢
制
限

が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

○ 

こ
れ
ま
で
は
募
集
及
び
採
用
に
係

る
年
齢
制
限
の
緩
和
に
つ
い
て
は

努
力
義
務
と
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
19
年
10
月
１
日
、
雇
用

対
策
法
が
改
正
さ
れ
、
年
齢
制
限

が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

○ 

年
齢
制
限
の
禁
止
は
、
民
間
の
求

人
広
告
な
ど
に
も
広
く
適
用
さ
れ

ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
名
瀬
公

共
職
業
安
定
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

☎
０
９
９
７
ー
52
ー
４
６
１
１

11
月
は
「
不
法
投
棄
防
止

強
化
月
間
」
で
す

　

県
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投

棄
等
の
根
絶
を
図
る
た
め
、
今
年
か

ら
11
月
を
「
不
法
投
棄
防
止
強
化
月

間
」
と
定
め
、
不
法
投
棄
防
止
の
普

及
・
啓
発
や
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投

棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
強
化
し
て

い
ま
す
。 

　

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。

不
法
投
棄
を
な
く
し
住
み
よ
い
町
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

を
発
見
し
た
際
は
、
お
近
く
の
保
健

所
ま
た
は
県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク

ル
対
策
課
の
産
廃
不
法
投
棄
１
１
０

番
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

 

県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策

課

　

☎
０
９
９
ー
２
８
６
ー
２
５
７
９

　

役
場
住
民
課

　

☎
０
９
９
７
ー
65
ー
１
１
１
１

あ
な
た
の
子
育
て
経
験
を

い
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
〜

　

子
育
て
を
終
え
た
方
や
保
育
士
の

資
格
を
も
つ
方
で
、
子
供
が
好
き

で
、
子
供
に
関
わ
る
活
動
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
方
。
か
つ
３
日
間
受

講
で
き
る
方
。

●
日
時

　

平
成
19
年
11
月
６
・
７
・
９
日
の

　

３
日
間

　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
（
６
日
の
み
10
時
〜
）

●
場
所

　

 

鹿
児
島
市
勤
労
者
交
流
セ
ン
タ
ー

（
よ
か
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
）
第
一

会
議
室

　

鹿
児
島
市
中
央
町
10
番
地

　
（
ダ
イ
エ
ー
７
階
）

　

詳
し
い
内
容
や
定
員
、
受
講
料
な

ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は
（
財
）
21
世

紀
職
業
財
団
鹿
児
島
事
務
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
９
９
ー
２
５
９
ー
７
８
１
５

小
規
模
企
業
共
済
制
度
の

ご
案
内

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
個
人

事
業
主
ま
た
は
会
社
等
の
役
員
の
方

が
事
業
を
や
め
ら
れ
た
り
退
職
さ

れ
た
場
合
に
、
生
活
の
安
定
や
事
業

の
再
建
を
図
る
た
め
の
資
金
を
あ
ら

か
じ
め
準
備
し
て
お
く
国
が
つ
く
っ

た
共
済
制
度
で
、
い
わ
ば
「
小
規
模

企
業
の
経
営
者
の
た
め
の
退
職
金
制

度
」
と
い
え
ま
す
。

こ
の
制
度
の
特
徴
は
、

① 

掛
金
は
全
額
所
得
控
除
。
受
け
取

る
共
済
金
も
退
職
所
得
扱
い
又
は

公
的
年
金
等
の
雑
所
得
扱
い
と
な

り
ま
す
。

② 

共
済
金
の
額
は
、
個
人
事
業
の
廃

止
で
掛
金
を
約
年
1.5
％
相
当
で
複

利
運
用
し
た
額
、
ま
た
老
齢
給

付
（
年
齢
が
満
65
歳
以
上
で
掛
金

納
付
年
数
が
15
年
以
上
）
で
掛
金

を
約
1.0
％
相
当
で
複
利
運
用
し
た

額
。

③ 

急
に
事
業
資
金
が
必
要
に
な
っ
た

と
き
は
、
納
付
済
掛
金
の
８
〜
９

割
の
範
囲
内
で
事
業
資
金
の
借
入

れ
が
可
能
。

　

加
入
で
き
る
方
は
、
常
時
使
用
す

る
従
業
員
数
が
20
人
以
下
の
製
造

業
、
建
設
業
等
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
は
５
人
以
下
）
の
個
人
事
業
主
及

び
会
社
等
の
役
員
。
掛
金
月
額
は
、

１
千
円
〜
７
万
円
の
範
囲
内
で
自
由

に
選
べ
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
や
加
入
申
込
み
は
、

喜
界
町
商
工
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

☎
０
９
９
７
ー
65
ー
０
１
６
９

　

ま
た
、
金
融
機
関
の
本
支
店
の
窓

口
で
も
取
扱
い
し
て
い
ま
す
。

　

制
度
の
運
営
は
、
独
立
行
政
法
人

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が
行
っ
て

い
ま
す
。

　

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

sm
rj.go.jp/kyosai/index.htm

l

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
（
中

小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制

度
）
の
ご
案
内

　

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
は
、
取
引

先
の
突
然
の
倒
産
が
原
因
で
、
経
営

悪
化
の
危
機
に
直
面
し
て
し
ま
っ

た
と
き
に
資
金
を
借
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
、
中
小
企
業
を
守

る
た
め
に
国
が
つ
く
っ
た
共
済
制

度
。
無
担
保
・
無
保
証
人
で
、
積
み

立
て
掛
金
の
10
倍
の
範
囲
内
（
最
高

３
２
０
０
万
円
）
で
被
害
額
相
当
の

共
済
金
が
借
入
れ
可
能
。
毎
月
の
掛

金
も
税
法
上
、
必
要
経
費
ま
た
は
損

金
に
算
入
で
き
る
こ
と
も
特
徴
の
一

つ
で
す
。

　

企
業
経
営
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ

ス
ク
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
経
営
者
は

そ
の
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
に
、
あ
ら

ゆ
る
手
を
尽
く
す
の
が
日
課
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
た
し
か
に
、
自
社
の

発
展
の
た
め
の
経
営
革
新
（
新
し
い

事
業
の
立
ち
上
げ
や
販
路
開
拓
等
）

を
積
極
的
に
行
う
こ
と
は
、
と
て
も

重
要
で
あ
り
ま
す
が
そ
れ
だ
け
リ
ス

児童虐待防止月間
『きこえるよ　耳をすませば　心のさけび』
　11 月は児童虐待防止推進月間です。「おか
しい」と感じたり、児童虐待を発見したとき
は、児童相談所（☎ 53ー6070）、福祉事務所
（☎ 65ー 0114）、役場保健福祉課（☎ 55ー
3484）、に相談（通告）してください。（通告
は義務＝権利）
　あなたも児童虐待防止ネットワークの一員
です。



13　Kikai Public Relations 2007.10

ク
も
伴
い
ま
す
。『
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ

共
済
』
を
企
業
経
営
ツ
ー
ル
の
１
つ

と
し
て
賢
く
利
用
す
る
こ
と
も
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
内
容
や
加
入
申
込
み
は
、

喜
界
町
商
工
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

☎
０
９
９
７
ー
65
ー
０
１
６
９

　

ま
た
、
金
融
機
関
の
本
支
店
の
窓

口
で
も
取
扱
い
し
て
い
ま
す
。

　

制
度
の
運
営
は
、
独
立
行
政
法
人

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が
行
っ
て

い
ま
す
。

　

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

sm
rj.go.jp/kyosai/index.htm

l

犯
罪
被
害
者
支
援
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
０
７
イ
ン
か
ご

し
ま
〜
み
ん
な
で
考
え
よ

う
、
命
の
大
切
さ
に
つ
い

て
〜

●
日
時

　

平
成
19
年
12
月
１
日
（
土
）

　

13
時
〜
16
時

●
場
所

　

 

鹿
児
島
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
県
民

ホ
ー
ル

●
内
容

　

第
１
部
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
表
彰
式

　

第
２
部
・
講
演
会

　

 

演
題｢

犯
罪
被
害
者
の
現
状
と
必

要
な
支
援｣

　

・ 

講
師　

山
口
県
光
市
母
子
殺
害

事
件
被
害
者
遺
族　

本
村
洋
氏

　

第
３
部

　

・ 

合
唱
（
鹿
児
島
女
子
高
等
学
校

合
唱
部
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

 （
社
）
か
ご
し
ま
犯
罪
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
ー
８
０
５
ー
７
８
３
０

平
成
19
年
度
鹿
児
島
県
職

業
能
力
開
発
促
進
大
会

　

11
月
は
職
業
能
力
開
発
促
進
月
間

で
す
。｢

技
能
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

の
形
成｣

を
促
進
す
る
た
め
鹿
児
島

県
職
業
能
力
開
発
促
進
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

全
国
大
会
に
出
場
し
た
若
者
や
も

の
づ
く
り
に
教
室
に
参
加
し
た
児
童

の
体
験
発
表
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
是
非
、
御
家
族
お
そ
ろ
い
で
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　

平
成
19
年
10
月
27
日
（
土
）

　

10
時
10
分
〜
11
時
40
分

●
場
所

　

 

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
中

ホ
ー
ル

●
内
容

○ 

優
秀
技
能
者
等
知
事
表
彰
、
技
能

検
定
成
績
優
秀
者
表
彰

○ 

現
代
の
名
工
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

○
青
年
技
能
者
体
験
発
表

○ 

ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
教
室
参
加

児
童
体
験
発
表

○ 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
技
能
五
輪
日
本
代

表
選
手
激
励
・
・
・
ほ
か

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

 

鹿
児
島
県
雇
用
労
政
課
民
間
訓
練

係

　

☎
０
９
９
ー
２
８
６
ー
３
０
１
９

　全国の地下水に関わる自治体が一堂に会し、地下
水の役割、人と水資源の関わりについて広く議論し、
水環境の保全と持続可能な水循環の水深を目指しま
す。
サミットの概要
●日　程
　平成 19年 11月 13日（火）、14日（水）
●場　所
　役場コミュニティセンターほか
●内　容
　11月 13日（火）13時 30分～ 17時
　（式典・基調講演・首長サミット・交流会など）
　11月 14日（水）
　（喜界町農業農村視察）
　 参加費は無料（交流会は有料）です。町民の皆さ
ん奮ってご参加ください。

▽問い合わせ先
　 全国地下水サミット 2007 実行員会事務局（役場
産業振興課）
　☎ 0997ー65ー1456（直通）

　鹿児島地方法務局喜界出張所では、平成 19
年 11 月 12 日（月）から、不動産（土地・建物）
の全部の登記事務をコンピュータにより取り扱
うことになりました。

★ コンピュータ処理になりますと、次のように
変わります
① 喜界出張所において、他の法務局（コンピュー
タ庁）の管轄する土地・建物の登記事項証明
書を取得できます。
② 喜界出張所の管轄する土地・建物の登記事項
証明書は、他の法務局（コンピュータ庁）か
らも取得できます。
③ 登記事項証明書は、民法・民事執行法その他
の法令の規定の適用については、登記簿謄本
又は抄本とみなされ、その効力には変更あり
ません。

▽問い合わせ先
　鹿児島地方法務局喜界出張所
　☎ 0997ー65ー4308
　鹿児島地方法務局
　☎ 099ー259ー0680
コンピューターの切替日
　◎喜界町の不動産登記簿
　　平成 19年 11 月 12 日（月）
　◎上記にかかる共同担保目録
　　平成 19年 12 月下旬

“ 全国地下水サミット ” 

｢サンゴ礁の島と水と命｣
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大
ウ
フ
遺
跡
の
調
査
近
況

　

城
久
遺
跡
群
の
中
で
城
久
集
落

の
滝
川
集
落
寄
り
に
位
置
す
る
大

ウ
フ
遺
跡
の
一
部
を
今
年
度
発
掘

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
月

号
で
は
そ
の
調
査
状
況
を
少
し
話

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

鍛か
じ
こ
う
ぼ
う
あ
と

冶
工
房
跡
が
見
つ
か

る
？

　

大
ウ
フ
遺
跡
か
ら
、
鍛か
じ
ろ
あ
と

冶
炉
跡

と
思
わ
れ
る
遺
構
（
遺
構
と
は
、

昔
の
人
が
目
的
を
持
っ
て
土
地
に

構
築
し
た
も
の
で
建
物
跡
、
道
跡
、

墓
な
ど
が
あ
る
）
が
約
20
箇
所
見

つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
城
久
遺

跡
群
の
ほ
か
の
遺
跡
で
も
鍛
冶
炉

跡
と
思
わ
れ
る
も
の
は
見
つ
か
っ

て
は
い
ま
し
た
が
、
大
ウ
フ
遺
跡

の
そ
の
数
は
、
ひ
と
き
わ
多
い
状

況
で
し
た
。

　

説
明
が
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

鍛
冶
炉
と
は
、金
属
を
鍛き
た

え
て
（
た

た
い
て
）
武
器
や
農
具
を
作
る
た

め
に
金
属
を
半
分
溶
か
す
よ
う
な

状
態
に
し
、
金
属
を
鍛
え
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
施
設
で
す
。

　

大
ウ
フ
遺
跡
か
ら
は
、
鍛
冶
炉

と
思
わ
れ
る
も
の
の
ほ
か
に
砂
鉄

や
鞴
ふ
い
ご

の
羽は

ぐ
ち口

と
い
う
鍛
冶
炉
で
金

属
を
溶
か
す
た
め
に
火
力
を
強
く

す
る
道
具
、
そ
し
て
鉄て
っ
さ
い滓
（
鉄
ク

ズ
）
な
ど
も
他
の
遺
跡
と
比
べ
て

非
常
に
多
く
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
城
久
遺
跡

群
の
中
で
こ
の
大
ウ
フ
遺
跡
が
鍛

冶
工
房
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た

可
能
性
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
作
ら
れ
た
「
鉄
」
が
何

に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
、
非
常
に

興
味
が
あ
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、

そ
れ
を
示
す
発
見
は
ま
だ
あ
り
ま

せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料
は
遅

れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ

う
！

　

国
民
年
金
に
は
、
65
歳
か
ら
受

給
で
き
る
老
齢
年
金
だ
け
で
な

く
、
も
し
も
の
時
に
あ
な
た
の
大

き
な
支
え
と
な
る
障
害
年
金
・
遺

族
年
金
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
保
険
料
の
未

納
が
続
く
と
将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
少
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
老

齢
年
金
の
受
給
権
そ
の
も
の
が
発

生
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
が
遅
れ
る
こ
と
で

障
害
年
金
・
遺
族
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
い
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。

保
険
料
未
納
が
な
い
か
お
近
く
の

社
会
保
険
事
務
所
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
！

● 

納
付
書
が
お
手
元
に
な
い
場
合

は
再
発
行
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

● 

一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
が
承

認
に
な
っ
て
い
る
方
（
４
分
の

３
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分
の

１
免
除
）
は
、
納
め
る
べ
き
保

険
料
を
納
め
な
い
と
、
そ
の
期

間
は
免
除
の
扱
い
で
は
な
く
未

納
扱
い
に
な
り
ま
す
。

● 

さ
か
の
ぼ
っ
て
過
去
の
分
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
２
年

前
の
分
ま
で
で
す
。
納
付
で
き

る
期
日
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

保
険
料
未
納
が
続
く
と
・
・
・

● 

電
話
や
通
知
で
の
保
険
料
納
付

案
内
や
、
社
会
保
険
事
務
所
の

職
員
や
国
民
年
金
推
進
員
が
ご

自
宅
に
お
伺
い
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

● 

保
険
料
納
入
の
ご
案
内
を
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険

料
の
負
担
能
力
が
あ
り
な
が
ら

保
険
料
未
納
が
続
く
場
合
は
、

所
定
の
手
続
き
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、
財
産
を
差
し
押
さ
え
る

強
制
徴
収
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
社
会
保
険
事
務
局
年
金

　

課

　

☎
０
９
９
ー
８
１
２
ー
０
１
６
５

▼ 鍛冶工房跡で見つかった鉄
クズのかたまり

▼

 鍛冶工房跡



社
協
だ
よ
り

　町内・町外（島出身者に限る）の事務所や店舗などをお持ちの皆
さま、町の広報やホームページに広告を掲載して会社やお店の PR
をしませんか。　　 ▽問い合わせ　役場企画課　☎ 0997-65-1111

【記念事業】
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喜
界
島
に
と
り
残
さ
れ
し
俊
寛

の
像
の
面
差
し
秋
の
陽
を
受
く

林　

蓮
香

こ
の
秋
は
母
に
な
る
と
う
新
妻

の
君
盲め
し
いな
れ
ど
幸
に
充み

つ
北
島　

シ
ナ

我
が
織
り
し
紬
は
傘
に
な
る
と

い
ふ
格
差
社
会
を
し
み
じ
み
思

ふ　
　
　
　
　
　

有
村　

道
子

コ
ロ
コ
ロ
と
追
い
来
る
音
に
振

り
向
け
ば
誰
も
居
ず
し
て
宙
舞

ふ
枯
葉　
　
　

竹
田　

ヨ
シ
子

炎
天
の
巷
に
黒
き
日
傘
さ
し
婦

人
の
二
人
の
話
止
ま
ず
も

平
尾　

チ
ヨ

冬
を
越
し
春
も
過
ぎ
去
り
夏
来

り
病
癒
え
ね
ど
望
み
は
捨
て
ず

屋
良　

ミ
ノ
子

夜
目
遠
目
傘
を
さ
し
行
く
人
に

見
入
る
珊
瑚
の
石
垣
続
く
向
こ

う
に　
　
　
　
　

美
代　

イ
シ

ひ
と
夏
の
し
が
ら
み
越
え
て
歩

道
ゆ
く
見
上
げ
る
空
に
月
傘
さ

し
て　
　
　
　
　
　

郡　

市
子

猛
暑
に
も
耐
え
て
キ
ビ
植
最
盛

期
ビ
ー
チ
パ
ラ
ソ
ル
野
を
彩
い
ろ
ど
り

氏

名

松
元　

来ら
い
き輝

鍋
倉　

快か
い
せ
い晴

西
留　

愛ま
な
か華

大
瀬　
　

誉
ほ
ま
れ

保
護
者

正
和

晴
菜

栄
俊

志
穂

住

所

中

里
湾

塩

道

伊

砂

氏

名

黒

木　

五

三

橋

口　

美

喜

住

所

湾湾

♥

氏

名

秋
山　

荘
義

太
利　

カ
ツ

生
田　

賀
雄

山
口　

思
吉

年
齢

95
才

89
才

83
才

94
才

所
大
朝
戸

赤

連

上
嘉
鉄

赤

連

■
香
典
返
し

平
田　

幹
子

柏　
　

朱
美

比
嘉　

良
太

久　
　

昌
富

豊
島　

富
士
雄

秋
山　

真
一

東
目　

弥
一

白
川　

浩
次
郎

柳　
　

清
忠

里　
　

安
九
郎

豊
岡　

一
男

新
田　

博
橘

太
利　

重
芳

赤

連

手
久
津
久

荒

木

佐
手
久

島

中

大
朝
戸

志
戸
桶

坂

嶺

（
東
京
在
住
）

小
野
津

坂

嶺

大
朝
戸

志
戸
桶

赤

連

喜界町の推計人口
（平成 19年９月 30日現在）

世 帯 数 ……… 3,758 戸（-  6）
人 口 ……… 8,399 人（-16）
男 ……… 3,977 人（-  4）
女 ……… 4,422 人（-12）

ぬ　
　
　
　
　
　

弥
島　

幸
子

自
転
車
に
乗
り
て
鋪
道
を
そ
れ

ぞ
れ
に
傘
か
た
む
け
て
巧
み
行

き
交
う　
　
　
　

武
田　

幸
子

高
倉
の
傍か

た

え
に
群
る
る
や
ぶ
れ

傘
今
朝
降
る
雨
に
葉
ご
と
う
つ

む
く　
　
　
　
　

嶺
倉　

祝
子

𣳾　
　

典
子

豊　

美
佐
子

折
田　

ス
ミ

亀
島　
　

憲

西
岡
美
根
子

田
中　

タ
ツ

鮫
島　

義
二

67
才

57
才

97
才

89
才

86
才

92
才

84
才

中

里

中

里

赤

連

嘉

鈍

池

治

荒

木

赤

連
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⑬ 見応え十分！高校男子 800㍍リレー

① 早朝からテントの組み立てやライ
ンが引き直される。

② 中学生がもつプラカードを先頭に選手
団の入場先

③ 緊張から解き放たれ一斉にスタート

④ カラフルなバルーンがフィールドを
彩る

⑤ 重い俵が肩にズシリ

⑥ なかなか進まないムカデ競争

⑦ 投げては拾い。縦横無尽に動く婦人会
の玉入れ競技

⑧ 勝利に満面の笑み

⑨ 秋の風を受けて疾走

⑩ 必死の形相でコーナーを駆けぬける

⑪ 音響が途中切れてもリズミカルに踊る
婦人会 ｢マスゲーム｣

⑫ 勇ましい掛け声で味方を鼓舞
する（綱引き＝荒木）


